 日本建築法制会議 第８０回総会 議事録
日　時：　２０１６年１月２５日（月曜日）１３時３０分～１６時
場　所：　東京都中央区　【 京橋プラザ区民館 】
出席者：　９名（敬称略・50音順）
大山 　宏、山東和朗、竹川忠芳、辻 英一、濱田正勝、真柄栄毅、
室田達郎、柳澤孝次、山田利行、
◎主な情報発信（敬称略）と主な意見交換（⇒）
✩提出資料（大山 宏）
・「シンポジウム「Ｂ案の主旨　新国立競技場コンペティションを振り返る」、

　２０１６年２月９日（火）１８：３０～２０：３０　ＪＩＡ会館大ホール
※【録画配信】　https://www.youtube.com/watch?v=qxVOA45g2oQ
・「中大規模木造建築物普及シンポジウム ～ 構造・防火・生産システムの最前線と展望 ～ 」、
２０１６年２月１６日　１０：００～１６：００　住宅金融支援機構本店１階すまい・るホール
・「建築基本法シンポジウム「分譲マンションに求められる法制度と具体策」、

　　　　　　平成２８年２月１８日（木）１４：３０～１６：３０　　　衆議院第一議員会館　地下　大会議室
・「日仏モニュメント未完で幕　主体の日本委解散」、神戸新聞、２０１６年１月１２日
⇒事業が中止となったほんとうの理由は何なのか

・「【戦後の地層】＜和解と愛国＞（２）空襲　近代建築の父の罪」、東京新聞、２０１５年１１月１７日
　※http://www.kyobunkwan.co.jp/raymond 　アントニン　レーモンド展（教文館にて３月１０日まで）
・「旧国立駅舎を再築 / 開業当時に復元 / 国立市」、　　建設通信新聞、２０１５年１１月２７日
・「ＪＳＣへ要望書　新国立競技場公募型プロポーザルに関して、１０月６日の第４回審査委員会で示された、
　　審査に入る前の「技術提案書」公表の方針を歓迎します。」、日本建築家協会会長、２０１５年１２月２日
・「新国立競技場 / ＪＩＡ、設計・施工者選定で要望書提出 / 提案内容の公開説明を」、
日刊建設工業新聞、２０１５年１２月４日
・「新国立競技場の整備に係る財政負担」に関する声明」、http://2020-tokyo.sakura.ne.jp/
神宮外苑と国立競技場を未来へ手わたす会、２０１５年１２月９日

・「国立競技場  更地を公開　広がる地平　一時の静寂」、東京新聞、２０１５年１１月１７日
・「ガンバ大阪　新スタジアム完成　民間で資金調達し建設（ひと最前線）　連携プレー夢を形に」、
日本経済新聞、２０１５年１２月３日
・「新国立競技場　　「工期」決めて　Ａ案、短縮に実現性」、毎日新聞、２０１５年１２月２３日
・「新国立　隈氏・大成陣営に決定　コスト抑制は低評価」、東京新聞、２０１５年１２月２３日
・「木と鉄骨屋根で「和」表現 / 新国立競技場Ａ案（大成・梓・隈研吾ＪＶ）/ＪＳＣ」，
建設通信新聞、２０１５年１２月２４日
・「神宮外苑地区再開発 / 東京都が区画整理計画 / 外苑ハウスを高層住宅に建替え」、
建設通信新聞、２０１５年１２月１５日
・「新国立、僅差で大成建設のＡ案に決まった理由　　再公募時点で勝負あり、「出来レース」の声も、」、東洋経済ＯＮＬＩＮＥ，https://toyokeizai.net/articles/print/98032
・「国立競技場、Ｂ案も工期短縮は可能だった　― 建築家・伊東豊雄氏に聞く」、
ＤＩＡＭＯＮＤ　ＯＮＬＩＮＥ　、２０１６年１月２２日　　　　http://diamond.jp/articles/print/85013
⇒Ｂ案の主旨シンポジウム（２０１６年２月９日）に先立ち、伊東豊雄氏の本気度を示す記事だ！
・「業界ぐるみ「杭打ち偽装」でゼネコン戦々恐々　「元請け責任」明示する「統一指針」の威力」、
　ＪＣＡＳＴニュース、２０１５年１１月２７日　　http://www.j-cast.com/
・「国交省基礎ぐい対策委/業界に自主的対策要請/物件ごとの違い考慮を」、
日刊建設工業新聞、２０１５年１１月２７日
・「日建連・中村満義会長ら会見 / 杭データ流用問題、「払しょくに全力」、
日刊建設工業新聞、　２０１５年１１月２４日
・「マンションのくい打ち偽装が示す日本の建築業界の質的劣化と堕落＝多重下請・ピンハネ構造の下での「経費と時間の制約」を限りなく下請けに押し付ける今の建築業界の在り方を強制的に矯正しない限り、不正事件はまた起きる」、田中一郎、２０１５年１２月３日
　　　http://chikyuza.net/archives/58387
・「幅広く建設業の将来像議論　/　国交省、検討へ体制構築　/　重層下請構造も焦点」、
日刊建設工業新聞、２０１５年１２月１０日
・「国交省基礎ぐい対策委　/　再発防止策で５項目の論点整理　/適正施工へルール規定」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１５年１２月１０日

・「日建連　/　杭工事管理指針策定へ最終調整　/既存ルール明確化、不備への対応方針も明示」、
日刊建設工業新聞、２０１５年１２月７日
・「国交省　/基礎杭工事問題対策が再発防止策中間報告/１６年１月に施工ルール告示案」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１５年１２月２８日
・「国交省/実質携わらない企業、施工体制から排除を検討/工事の責任・品質に弊害」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１５年１２月２８日

・「一般的施工ルール策定 / 杭工事不正再発防止策を徹底信頼できる建設業へ」、
　⇒杭問題から広く一般施工の問題まで行政が口を出すようになった！

⇒ ＩＳＯ９００１（品質） https://www.jqa.jp/ を取得している建設業の不祥事は言語道断！
・「民間工事で責任明確化議論/基礎ぐい工事問題対策委が中間報告」、
建設通信新聞、２０１５年１２月２８日
・「建築基準法施行規則及び建築基準法に基づく指定建築基準適合判資格者検定機関等に関する
省令の一部を改正する省令並びに関連告示について」、国土交通省、平成２７年１２月１日
・「国交省 / 旧３８条認定建物の増改築規制緩和/大掛かりな工事不要に」、
日刊建設工業新聞、２１０５年１２月７日
・「国交省/構造設計の認定見直しへ　/長周期地震動対策、要改修ストックは４００棟」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１５年１２月２１日

・「国交省が長周期地震動対策案 / 既存建築物を「再検証」　/　詳細診断と制震改修促進」、
建設通信新聞、２０１５年１２月２１日
・「旧３８条認定ストックの増改築規制緩和/ 政府、改正建基法施行令を決定 / ６月１日施行」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１６年１月１３日
・「建基法改正施行令 / 「定期調査・検査」強化 / 対象建築物の要件　一律規定」、
　建設通信新聞、２０１６年１月１３日
・「建築関連１８団体 / 低炭素社会推進会議の活動方針公表 / ＣＯ２削減で８項目」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日刊建設工業新聞、２０１５年１２月９日
・「１０階建て建物、揺らしてみた　世界初の耐震性実験」、朝日新聞ＤＩＧＩＴＡＬ、２０１５年１２月１２日
・「防災科技研　/　兵庫県三木市で高層ＲＣ造建物の振動台実験実施/耐震化技術検証」、
http://www.bosai.go.jp/hyogo/  　日刊建設工業新聞、２０１５年１２月１５日
・「マイナンバー制度利活用推進ロードマップ（案）」、内閣官房、
　　　　　　　　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon_bunka/number/dai9/siryou6.pdf
⇒マイナンバー制度によってどこまでも広がる監視社会化が加速する！
・「夫婦別姓認めぬ規定「合憲」　最高裁初判断「家族の姓一つに合理性」、
http://www.tokyo-np.co.jp/article/national/list/201512/CK2015121702000118.html
東京新聞、２０１５年１２月１７日
⇒現状追認ばかりの最高裁に憲法裁判所の機能は望めない！
✩提出資料（辻 英一）
・「新国立競技場、まだ残る３つの不安　大成建設の「Ａ案」が抱えるハードル」、島津 翔、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日経コンストラクション、２０１５年１２月２８日
・「「新国立」迷走の教訓　施工予定者の証言で判明した実施設計の空転」、
日経アーキテクチュア、　２０１６年１月１４日
・「当事者の証言　遅すぎた建設会社の参画　ＥＣＩ方式導入の発案者が語るプロジェクトの失敗」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日経アーキテクチュア、２０１６年１月１４日
・「識者に聞く　巨大計画には「目利き」が必要　「新国立」ではプロデューサー役が不在だった」、
日経アーキテクチュア、２０１６年１月１４日
・「「前回より進歩」「日本スポーツの象徴に」 新国立２案公表に関係者ら」、朝日新聞、２０１５年１２月１５日
・「新国立　白紙撤回の教訓　将来像なきコスト論議」、柏木昇、朝日新聞ＤＩＧＩＴＡＬ，２０１５年９月２５日

・「新国立２案を公表　工費１５００億円弱」、朝日新聞、２０１５年１２月１５日
⇒工期・コスト優先の国際コンペなんてね～！
・「新国立競技場　条件は：　原 広司 ＆ 松田 達」　、朝日新聞、２０１５年８月２５日
・「三井と同罪「購入者泣かせ」の悪辣　住友不動産も「欠陥建築」だらけ」、選択、２０１５年１２月
・「マンションくい不正　工法も問題だった　下請けは声あげられない」、赤旗、２０１５年１１月１５日
・「傾くマンション　コスト優先で不適切工法　」、赤旗、２０１５年１１月１５日※  http://www.jcp.or.jp
・「杭のセメント量も偽装　横浜のマンション３棟、４５本の先端」、朝日新聞、２０１５年１０月１７日
・「「場違い」な杭工法を選択か　軟弱地盤なのに先端根固め部に依存」、
日経アーキテクチュア、２０１５年１１月１９日
・「杭工事では「偽装」「見過ごし」が体質化　大臣認定工法の品質管理はメーカー任せ」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日経アーキテクチュア、２０１５年１１月１９日
・「偽装＝傾斜？杭騒動の正体」、日経アーキテクチュア、２０１５年１１月１９日
・「杭工事のデータ改ざんは建基法違反ではない？」、日経アーキテクチュア、２０１５年１１月２６日
・「造成地で原因不明の沈下、陸前高田で問題相次ぐ」、日経アーキテクチュア、２０１５年１１月２７日
・「駐車場棟の杭「１０メートル短い」 」、朝日新聞、２０１５年１１月２７日
・「杭偽装　新たに４社８件　業界団体調査「おわび」 」、朝日新聞、２０１５年１１月２８日
・「横浜「傾きマンション」 三井不動産が招いたマンション不信」、
ＮＩＫＫＥＩ　ＢＵＳＩＮＥＳＳ，２０１５年１１月３０日
・「信号制御機　老朽化２割　４万基　事故招く恐れ」、朝日新聞、」２０１５年１１月２９日
⇒信号のない環状式ロータリー交差点の運用が始まった。　　　“インフラ・総リコール時代の到来”と言われている今、諸々のシステム・制度疲労の解決が喫緊の課題。
・「電車も船も　揺らぐ信頼　東洋ゴム　防振ゴム不正」、朝日新聞、２０１５年１０月１５日
・「刷新の途上　経営に影　東洋ゴム　部品交換費補償へ」、朝日新聞、２０１５年１０月１５日
・「超高層と免震ビルの耐震基準を強化　国交省が長周期地震動の対策委」、
日経アーキテクチュア、２０１６年１月１４日
⇒法規制の強化には社会的費用とのバランスも必要だ！
⇒社会的費用無視の安全至上主義では社会は病弊するであろう！
✩書籍回覧（山東和朗）
・「建築基準法関係法令集　改正普及版　建設省住宅局編」、昭和２５年１１月１０日初版発行、
　：発行所　（社）日本建築学会　
✩提出資料（真柄栄毅）
・「図書館や公民館と併設型学校 全国に老朽化や少子化　経費節約　防犯・利用者とのすみわけ、課題」　
　、朝日新聞、２０１６年１月２２日　

